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短 報

結 核 ・感 染 症 サ ーベ イ ラ ンス(結 核 月報)

(平成4年7月 概況)

厚生省保健医療局結核 ・感染症対策室編

1.　調査対象及 び客体

全 国 の結核 予防法 第24条(結 核登録票)に よる平成

4年7月 新登録患者及 び初感染結核の新登録者を対象 と

し,そ の全数 を客体 とす る。

2.　調査方法

結核 ・感染症サーベイ ランス システムを利用 したオ ン

ライ ン集計(保 健所→都道府県 ・指定都市→厚生省)に

よ る。

3.　調査結果

(1)　性 ・年齢階級別新登録患者数

平 成4年7月 の新 登録患者 は4,615人(肺 結核:初

回登 録総 数4,059,再 登録 総数222,不 明総数14)(対

前 年 同 月 比30人 増)で あ る.こ れ を性別 に み ると男

2,930人,女1,685人 であ る.一 方,年 齢 階級別 にみ る

と,40歳 以上 は3,641人 であ り,全 年齢 の約78.9%を

占め る。

(2)　都道府県 ・指定都市別新登録患者数

新登録患者 を都道府県 ・指定都市別 にみると,東 京都

(427人),大 阪府(323人),大 阪市(251人)が 多 く,

山梨県(18人),仙 台市(28人),福 井 県(28人),富

山県(28人)が 少な い(指 定都市別掲).

(3)　排菌有無別 ・活動性分類別新登録患者数

新登 録患 者 を排菌 有無 別 にみ る と,排 菌有 の肺結核

(1,712人)は 全体 の約37.1%で あ る。一方,活 動性分

類別にみると,感 染性肺結核(2,334人)は 全体 の約50.6

%で あ る。

(4)　化学療法 内容別新登録患者数

新登録患者 を化学療法 内容別 にみると,イ ソニコチ ン

酸 ヒ ドラジ ド,リ フ ァンピシ ンを併用 して いる者(4,302

人)は 全体 の約93.2%で ある。

(5)　患者発見方法別新登録患者数

新登録患者を患者発見方法別にみ ると,医 療機 関受診

(3,614人)で 発 見 された者が多い(約78.3%)。

(6)　患者職業分類別新登録患者数

新 登録患者 を患者職業分類別 にみる と,そ の他 の職業

(4,058人)は 約87.9%で 最 も多 い。一方,従 業禁止業

務(接 客 業及 び保 健関 係等 従業者)(149人)は 全体 の

約3.2%で ある。

(7)　公費負担区分別新登録患者数

新登録患者を公費負担区分別 にみ ると,結 核予防法第

34条 によ る ものは2,149人(約46.6%),第35条 によ

る もの は1,232人(約26.7%),そ の他1,234人(約

26.7%)で あ る。

(8)　初感染結核 の新登録者数

初 感染 結核 の新登録者 は,542人 で あり,対 前年同月

比106人 増で ある。

(9)　都道府県 ・指定都市別年換算罹患率*

月間 の新発生患者数を年換算罹患率でみ ると,人 口10

万対45.4(対 前 年 同月比1.7増)で あ る。 これを都道

府県 ・指定都市別にみ ると,大 阪市(117.2),和 歌 山県

(83.9)な どが多 く,栃 木県(22.6),長 野県(24.3)な

どが少 ない(図)。

*年 換算罹患率(人 口10万 対)=(当 年日数÷当月日数)

×(新登録患者数÷人口)×100,000

〔人口は 「平成3年10月1日 現在推計人口」。指定都市の人口

については 「人口推計月報平成4年3月 」による〕

図　都道府県 ・指定都市別年換算罹患率

(指定都市別掲)
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448 結 核　第68巻　 第6号

表1　 平成4年7月 新登録患者数一性,都 道府県 ・指定都市 ・政令市別

表2　 平成4年7月 新登録患者数一排菌有無 性・年齢階級別
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表3　 結 核サーベイ ランス対 前年 同月比等比較表

(上段 の数値 は当月(7月)分 を100と した場合の指数であ る)
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短 報

結 核 ・感 染 症 サ ー ベ イ ラ ンス(結 核 月報)

(平成4年8月 概況)

厚生省保健医療局結核 ・感染症対策室編

1.　調査対象及 び客体

全国 の結 核予 防法第24条(結 核登録票)に よる平成

4年8月 新登録患者及 び初感染結核 の新登録者 を対象 と

し,そ の全数を客体 とす る。

2.　調査方法

結核 ・感染症 サーベイラ ンスシステムを利用 したオ ン

ライ ン集計(保 健所→都道府県 ・指定都市→厚生省)に

よ る。

3.　調査結果

(1)　性 ・年齢階級別新登録患者数

平成4年8月 の新 登録患者 は4,511人(肺 結核:初

回 登録総 数3,942,再 登録 総数235,不 明総数16)(対

前 年 同 月比89人 増)で あ る。 これ を性 別 にみ る と男

2,946人,女1,565人 で ある。一方,年 齢階級別 にみる

と,40歳 以 上 は3,588人 であ り,全 年齢 の約79.5%を

占め る。

(2)　都道府県 ・指定都市別新登録患者数

新登録患者を都道府県 ・指定都市別 にみ ると,東 京都

(395人),大 阪府(382人),大 阪市(293人)が 多 く,

山梨県(14人),島 根県(17人),仙 台市(19人),宮

城県(20人)が 少 ない(指 定都市別掲)。

(3)　排 菌有無別 ・活動性分類別新登録患者数

新登 録患 者 を排 菌有 無別 にみ る と,排 菌有 の肺結核

(1,744人)は 全体 の約38.7%で あ る。一 方,活 動性分

類別にみると,感染 性肺結核(2,337人)は 全体の約51.8

%で ある。

(4)　化学療法内容別新登録患者数

新登録患者 を化学療法 内容別 にみると,イ ソニコチ ン

酸 ヒ ドラジ ド,リ ファンピシンを併用 している者(4,211

人)は 全体 の約93.3%で あ る。

(5)　患者発見方法別新登録患者数

新登録患者 を患者発見方法別 にみ ると,医 療機関受診

(3,590人)で 発見 され た者が多 い(約79.6%)。

(6)　患者職業分類別新登録患者数

新登録患者 を患者職業分類別 にみると,そ の他 の職業

(4,033人)は 約89.4%で 最 も多 い。一方,従 業禁止業

務(接 客業 及 び保健 関係等 従業者)(121人)は 全体 の

約2.7%で ある。

(7)　公費負担区分別新登録患者数

新登録患者 を公費負担区分別 にみ ると,結 核予防法第

34条 によ る ものは2,092人(約46.4%),第35条 によ

る もの は1,274人(約28.2%),そ の他1,145人(約

25.4%)で あ る。

(8)　初感 染結核 の新登録者数

初感 染結 核の新登録 者 は,679人 であ り,対 前年 同月

比175人 増で ある。

(9)　都道府県 ・指定都市別年換算罹患率*

月間 の新発生患者数 を年換算罹患率でみ ると,人 口10

万 対44.4(対 前年 同月比2.3増)で あ る。 これを都道

府 県 ・指定 都市 別 にみ る と,大 阪市(136.8),香 川県

(87.1)な どが多 く,宮 城県(18.3),長 野県(19.8)な

どが少ない(図)。

*年 換算罹患率(人 口10万 対)=(当 年 日数÷当月日数)

×(新登録患者数÷人口)×100,000

〔人口は 「平成3年10月1日 現在推計人口」。指定都市の人口

については 「人口推計月報平成4年3月 」による〕

図　都道府県・指定都市別年換算罹患率

(指定都市別掲)
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表1　 平成4年8月 新登録患者数-性,都 道府県 ・指定都市 ・政令市別

表2　 平成4年8月 新登録患者数-排 菌有無,性 ・年齢階級別
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452 結 核　 第68巻　 第6　 号

表3　 結核 サーベイ ランス対前年同月比等比較表

(上段の数値 は当月(8月)分 を100と した場合の指数であ る)
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短 報

結核 ・感染症 サーベイ ランス(結 核月報)

(平成4年9月 概況)

厚生省保健医療局結核 ・感染症対策室編

1.　調査対象及び客体

全国 の結 核予 防法 第24条(結 核登録票)に よ る平成

4年9月 新 登録患者及 び初感染結核 の新登録者 を対象 と

し,そ の全数 を客体 とする。

2.　調査方法

結核 ・感染症 サーベイラ ンスシステムを利用 したオ ン

ライ ン集計(保 健所→都道府県 ・指定都市→厚生省)に

よる。

3.　調査結果

(1)　性 ・年齢階級別新登録患者数

平成4年9月 の新 登録患者 は3,982人(肺 結 核:初

回登 録総数3,456,再 登 録総 数218,不 明総数18)(対

前年 同月比136人 減)で あ る。 これ を性別 にみる と男

2,553人,女1,429人 で ある。一方,年 齢 階級別 にみる

と,40歳 以 上 は3,269人 であ り,全 年齢 の約82.1%を

占める。

(2)　都道府県 ・指定都市別新登録患者数

新登録患者 を都道府県 ・指定都市別 にみ ると,東 京都

(332人),大 阪府(284人),大 阪市(206人)が 多 く,

山梨 県(11人),滋 賀 県(17人),長 野 県(21人),仙

台市(23人)が 少な い(指 定都市別掲)。

(3)　排菌有無別 ・活動性分類別 新登録 患者数

新登録 患 者 を排 菌有 無別 にみ る と,排 菌有 の肺結核

(1,607人)は 全 体 の約40.4%で あ る。一方,活 動性分

類別にみると,感 染性肺結核(2,159人)は 全体 の約54.2

%で ある。

(4)　化学療法 内容別新登録患者数

新登録患者 を化学療法内容別 にみると,イ ソニコチ ン

酸 ヒ ドラジ ド,リ フ ァンピシ ンを併用 して いる者(3,691

人)は 全体の約92.7%で ある。

(5)　患者発見方法別新登録患者数

新登録患者を患者発見方法別 にみ ると,医 療機関受診

(3,173人)で 発 見 された者が多い(約79.7%)。

(6)　患者職業分類別新登録患者数

新登録患者 を患者職業分類別 にみる と,そ の他 の職業

(3,626人)は 約91.1%で 最 も多 い。一方,従 業禁止業

務(接 客 業及 び保健関係等従 業者)(92人)は 全体 の約

2.3%で ある。

(7)　公費負担 区分別新登録患者数

新登録患者 を公費負担 区分別 にみると,結 核予防法第

34条 によ る ものは1,744人(約43.8%),第35条 によ

る もの は1,112人(約27.9%),そ の他1,126人(約

28.3%)で ある。

(8)　初感染結核の新登録者数

初感 染結 核の新登録者 は,499人 であ り,対 前年 同月

比87人 増で ある。

(9)　都道府県 ・指定都市別年 換算罹患率*

月間の新発生患者数 を年換算罹患率 でみる と,人 口10

万対39.2(対 前年 同 月比1.5減)で あ る。 これを都道

府 県 ・指定 都 市 別 にみ る と,大 阪 市(96.2),高 知 県

(77.3)な どが多 く,長 野県(11.9),山 梨県(15.6)な

どが少 ない(図)。

*年 換算罹患率(人 口10万 対)=(当 年日数÷当月日数)

×(新登録患者数÷人口)×100,000

〔人口は 「平成3年10月1日 現在推計人口」。指定都市の人口

については 「人口推計月報平成4年3月 」による〕

図　都道府県 ・指定都市別年換算罹患率

(指定都市別掲)
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454 結 核　 第68巻　 第6　 号

表1　 平成4年9月 新登録患者数-性,都 道府県 ・指定都市 ・政令市別

表2　 平成4年9月 新登録患者数-排 菌有無,性 ・年齢階級別
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表3　 結核サ ーベ イランス対前年同月比 等比較表

(上段の数値 は当月(9月)分 を100と した場合 の指数で ある)
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456 結 核　 第68巻　 第6　 号

短 報

結 核 ・感 染 症 サ ー ベ イ ラ ンス(結 核 月報)

(平成4年10月 概況)

厚生省保健医療局結核 ・感染症対策室編

1.　調査対象及 び客体

全国の結核予防法第24条(結 核登録票)に よる平成

4年10月 新登録患者及び初感染結核の新登録者を対象

とし,そ の全数を客体とする。

2.　調査方法

結核 ・感染症 サーベイ ランス システムを利用 したオ ン

ライ ン集 計(保 健所→都道府県 ・指定都市→厚生省)に

よる。

3.　調査結果

(1)　性 ・年齢階級別新登録患者数

平成4年10月 の新登録患者 は4,150人(肺 結核:初

回登 録総 数3,635,再 登録 総数200,不 明総数13)(対

前年 同 月比172人 増)で ある。 これを性 別 にみ ると男

2,693人,女1,457人 で ある。一方,年 齢階級別 にみ る

と,40歳 以 上 は3,432人 で あ り,全 年齢 の約82.7%を

占める。

(2)　都道府県 ・指定都市別新登録患者数

新登録患者 を都道府県 ・指定都市別 にみると,東 京都

(381人),大 阪府(251人),大 阪市(226人)が 多 く,

山梨 県(15人),鳥 取県(15人),仙 台市(18人),富

山県(24人)が 少ない(指 定 都市別掲)。

(3)　排菌有無別・活動性分類別新登録患者数

新登 録患 者 を排菌 有無 別 にみ る と,排 菌有の肺結核

(1,636人)は 全体 の約39.4%で あ る。一方,活 動 性分

類別 にみると,感染性肺結核(2,184人)は 全体の約52.6

%で ある。

(4)　化学療法内容別新登録患者数

新登録患者 を化学療法内容別 にみると,イ ソニコチ ン

酸 ヒ ドラジ ド,リ フ ァンピシ ンを併用 して いる者(3,898

人)は 全体 の約93.9%で ある。

(5)　患者発見方法別新登録患者数

新登録患者 を患者発見方法別 にみる と,医 療機関受診

(3,331人)で 発見 された者 が多 い(約80.3%)°

(6)　患者職業分類別新登録患者数

新登録患者を患者職業分類別にみ ると,そ の他 の職業

(3,785人)は 約91.2%で 最 も多い。一 方,従 業禁止業

務(接 客業 及 び保健 関係 等従業 者)(107人)は 全体 の

約2.6%で ある。

(7)　公費負担区分別新登録患者数

新 登 録 患 者 を 公 費 負 担 区 分 別 に み る と,結 核 予 防法 第

34条 に よ る もの は1,791人(約43.2%),第35条 に よ

る も の は1,222人(約29.4%),そ の 他1,137人(約

27.4%)で あ る。

(8)　初感染結核の新登録者数

初 感染結 核 の新登録者 は,361人 で あり,対 前年同月

比70人 増 である。

(9)　都道府県 ・指定都市別年換算罹患率*

月間の新発生患者数 を年換算罹患率でみ ると,人 口10

万 対40.8(対 前年 同月 比2.9増)で あ る。 これ を都道

府県 ・指定都市別 にみる と,大 阪市(105.5),和 歌山県

(69.2)な どが多 く,山 梨県(21.3),三 重県(21.7)な

どが少ない(図)。

*年 換算罹患率(人 口10万 対)=(当 年 日数 ÷当月 日数)

×(新 登録患者数÷人口)×100,000

〔人 口は 「平成3年10月1日 現在推計人 口」。指定都市 の人 口

については 「人 口推計月報平成4年3月 」 による〕

図　都道府県・指定都市別年換算罹患率

(指定都市別掲)
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表1　 平成4年10月 新登録患者数-性,都 道府県 ・指定都市 ・政令市別

表2　 平成4年10月 新登録患者数-排 菌有無,性 ・年齢 階級別
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458 結 核　第68巻　 第6　 号

表3　 結核サーベイ ランス対前年 同月比等比較表

(上段 の数値 は当月(10月)分 を100と した場合 の指数で ある)
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短 報

結 核 ・感 染 症 サ ー ベ イ ラ ンス(結 核 月 報)

(平成4年11月 概況)

厚生省保健医療局結核 ・感染症対策室編

1.　調査対象及 び客体

全国 の結核 予 防法第24条(結 核登録票)に よる平成

4年11月 新登 録患 者及 び初感染結核 の新登録者 を対象

と し,そ の全数 を客体 とする。

2.　調査方法

結核 ・感染症 サーベイ ランスシステムを利用 したオ ン

ライ ン集計(保 健所→都道府県 ・指定都市→厚生省)に

よる。

3.　調査結果

(1)　性 ・年齢階級別新登録患者数

平 成4年11月 の新登録患者 は3,866人(肺 結核:初

回登録 総数3,383,再 登 録総 数201,不 明総数19)(対

前年 同月比366人 減)で あ る。 これ を性 別 にみ ると男

2,442人,女1,424人 で ある。一方,年 齢階級別 にみ る

と,40歳 以 上 は3,131人 で あ り,全 年齢 の約81.0%を

占め る。

(2)　都道府県 ・指定都市別新登録患者数

新登録患者 を都道府県 ・指定都市別 にみ ると,東 京都

(358人),大 阪 府(239人),大 阪市(221人)が 多 く,

鳥取県(14人),島 根県(17人),山 梨 県(21人),仙

台市(25人)が 少 ない(指 定都市別掲)。

(3)　排菌有無別 ・活動性分類別新登録患者数

新 登録 患者 を排 菌有 無別 に み ると,排 菌有の肺結核

(1,491人)は 全 体 の約38.6%で ある。一方,活 動性分

類別にみ ると,感 染性肺結核(2,027人)は 全体 の約52.4

%で あ る。

(4)　化学療法 内容別新登録患者数

新 登録患者 を化学療法 内容別 にみると,イ ソニコチ ン

酸 ヒ ドラジ ド,リ フ ァンピシ ンを併用 して いる者(3,602

人)は 全体 の約93.2%で ある。

(5)　患者発見方法別新登録患者数

新登録患者 を患者発見方法別 にみ ると,医 療機関受診

(3,018人)で 発見 され た者が多 い(約78.1%)。

(6)　患者職業分類別新登録患者数

新登録患者 を患者職業分類別 にみ ると,そ の他の職業

(3,477人)は 約89.9%で 最 も多 い。一方,従 業禁止業

務(接 客 業及 び保 健関係 等従 業者)(107人)は 全体の

約2.8%で ある。

(7)　公費負担区分別新登録患者数

新登録患者 を公費負担区分別 にみ ると,結 核予防法第

34条 に よ るもの は1,733人(約44.8%),第35条 に よ

る も の は1,034人(約26.7%),そ の他1,099人(約

28.4%)で ある。

(8)　初感染結核の新登録者数

初感 染結 核の新登録者 は,322人 であ り,対 前年 同月

比5人 減で ある。

(9)　都道府県 ・指定都市別年換算罹患率*

月間 の新発生患者数を年換算罹患率でみ ると,人 口10

万対38.0(対 前 年 同月比3.7減)で あ る。 これを都道

府県 ・指定都市別 にみ ると,大 阪市(103.2),和 歌 山県

(73.7)な どが多 く,三 重県(20.3),群 馬県(20.4)な

どが少 ない(図)。

*年 換算罹患率(人 口10万 対)=(当 年 日数÷当月 日数)

×(新 登録患者数 ÷人口)×100,000

〔人 口は 「平成3年10月1日 現在推計人 口」。 指定都市 の人 口

については 「人 口推計月報平成4年3月 」 による〕

図　都道府県 ・指定都市別年換算罹患率

(指定都市別掲)
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表1　 平成4年11月 新登録患者数-性,都 道府県 ・指定都市 ・政令市別

表2　 平成4年11月 新登録患者数-排 菌有無,性 ・年齢階級別
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表3　 結核 サーベイ ランス対前年 同月比等比較表

(上段の数値 は当月(11月)分 を100と した場合の指数であ る)
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短 報

結核 ・感染症 サーベイ ラ ンス(結 核月報)

(平成4年12月 概況)

厚生省保健医療局結核 ・感染症対策室編

1.　調査対象及び客体

全 国 の結 核予 防法 第24条(結 核登録票)に よ る平成

4年12月 新 登録 患者 及び初感染結 核の新登録者 を対象

とし,そ の全数を客体 とす る。

2.　調査方法

結核 ・感染症 サーベイラ ンスシステムを利 用 した オン

ライ ン集計(保 健所→都道府県 ・指定都市→厚生省)に

よる。

3.　調査結果

(1)　性 ・年齢階級別新登録患者数

平成4年12月 の新登録患者 は3,695人(肺 結核:初

回登録総数3,225,再 登録総数208,不 明総数8)(対 前

年 同 月 比68人 減)で あ る。 これ を性 別 に み る と男

2,390人,女1,305人 であ る。一方,年 齢階級別 にみる

と,40歳 以上 は3,017人 であ り,全 年齢 の約81.7%を

占める。

(2)　都道府県 ・指定都市別新登録患者数

新登録患者 を都道府県 ・指定都市別にみ ると,東 京都

(362人),大 阪府(213人),大 阪市(187人)が 多 く,

山梨県(9人),福 井県(15人),島 根県(18人),鳥 取

県(18人)が 少 ない(指 定都市別掲)。

(3)　排菌有無別 ・活動性分類別新登録患者数

新登 録患者 を排 菌有 無別 にみ ると,排 菌有 の肺結核

(1,337人)は 全体 の約36.2%で ある。一方,活 動性分

類別にみると,感染性肺結核(1,871人)は 全体 の約50.6

%で ある。

(4)　化学療法内容別新登録 患者数

新登録患者 を化学療法内容別にみる と,イ ソニ コチ ン

酸 ヒ ドラジ ド,リ フ ァンピシンを併 用 してい る者(3,441

人)は 全体 の約93.1%で ある。

(5)　患者発見方法別新登録患者数

新登録患者 を患者発見方法別 にみ ると,医 療機関受診

(2,919人)で 発見 された者が多 い(約79.0%)。

(6)　患者職業分類別新登録患者数

新登録患者を患者職業分類別 にみると,そ の他 の職業

(3,325人)は 約90.0%で 最 も多 い。一方,従 業禁止業

務(接 客業 及 び保健 関係等 従業者)(104人)は 全体 の

約2.8%で ある。

(7)　公費負担区分別新登録患者数

新登録患者 を公費負担区分別 にみ ると,結 核予防法第

34条 によ る ものは1,704人(約46.1%),第35条 によ

るものは922人(約25.0%),そ の他1,069人(約28.9

%)で あ る。

(8)　初感染結核 の新登録者数

初感 染結 核の新登録者 は,292人 であ り,対 前年同月

比80人 減であ る。

(9)　都道府県 ・指定都市 別年換算罹患率*

月間の新発生患者数を年 換算罹 患率でみ ると,人 口10

万対36.3(対 前 年 同月比0.5増)で あ る。 これを都道

府 県 ・指 定 都 市 別 にみ る と,大 阪市(87.3),長 崎県

(64.3)な どが多 く,山 梨県(12.8),長 野県(13.6)な

どが少 ない(図)。

*年 換算罹患率(人 口10万 対)=(当 年 日数 ÷当月 日数)

×(新登録患者数 ÷人 口)×100,000

〔人 口は 「平成3年10月1日 現在推計人口」。指定都市 の人 口

につ いて は 「人口推計月報平成4年3月 」によ る〕

結核サーベイ ランス

図　都道府県 ・指定都市別年換算罹患率

(指定都市別掲)
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表1　 平成4年12月 新登録患者数-性,都 道府県 ・指定都市 ・政令市別

表2　 平成4年12月 新登録患者数-排 菌有無,性 ・年齢階級別

―57―



464 結 核　第68巻　 第6　 号

表3　 結核 サーベイラ ンス対前年同月比等比較表

(上段の数値 は当月(12月)分 を100と した場 合の指数 である)
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短 報

結核 ・感染症 サ ーベ イラ ンス(結 核月報)

(平成5年1月 概況)

厚生省保健医療局結核 ・感染症対策室編

1.　調査対象及び客体

全 国の結 核予 防法第24条(結 核登録票)に よる平成

5年1月 新登録患者及 び初感染結核 の新登録者 を対象 と

し,そ の全数を客体 とする。

2.　調査方法

結核 ・感染症 サーベイ ランスシステムを利用 したオ ン

ライン集計(保 健所→都道府県 ・指定都市→厚生省)に

よる。

3.　調査結果

(1)　性 ・年齢階級別新登録患者数

平 成5年1月 の新 登録患者 は3,767人(肺 結 核:初

回登録 総数3,265,再 登録 総数214,不 明総数27)(対

前 年 同月比154人 増)で あ る。 これ を性別 にみ ると男

2,493人,女1,274人 であ る。一方,年 齢階級別 にみ る

と,40歳 以上 は3,119人 であ り,全 年齢 の約82.8%を

占める。

(2)　都道府県 ・指定都市別新登録患者数

新登録患者を都道府県 ・指定都市別 にみると,東 京都

(306人),大 阪府(274人),大 阪市(257人)が 多 く,

鳥取県(8人),山 梨県(14人),福 井県(18人),千 葉

市(19人)が 少 ない(指 定都市別掲)。

(3)　排菌有無別 ・活動性分類別新登録患者数

新登 録患者 を排 菌有 無別 にみ る と,排 菌有の肺結核

(1,422人)は 全 体 の約37.7%で ある。一 方,活 動性分

類別にみ ると,感 染性肺結核(1,941人)は 全 体の約51.5

%で あ る。

(4)　化学療法内容別新登録患者数

新登録患者 を化学療法内容別 にみ ると,イ ソニ コチ ン

酸 ヒ ドラジ ド,リ フ ァンピシンを併用 してい る者(3,551

人)は 全体 の約94.3%で あ る。

(5)　患者発見方法別新登録患者数

新登録患者を患者発見方法別 にみると,医 療機関受診

(3,057人)で 発見 された者 が多 い(約81.2%)。

(6)　患者職業分類別新登録患者数

新登録患者を患者職業分類別 にみると,そ の他 の職業

(3,399人)は 約90.2%で 最 も多 い。一方,従 業禁止業

務(接 客業及 び保 健関 係等 従業者)(102人)は 全体の

約2.7%で ある。

(7)　公費負担区分別新登録患者数

新登録患者を公費負担区分別 にみ ると,結 核予防法第

34条 に よる もの は1,696人(約45.0%),第35条 によ

る もの は1,051人(約27.9%),そ の他1,020人(約

27.1%)で あ る。

(8)　初感染結核の新登録 者数

初感 染結 核の新 登録者 は,261人 であ り,対 前年 同月

比46人 減 であ る。

(9)　都道府県 ・指定都市別年換算罹患率*

月間の新発生患者数 を年換算罹患率 でみると,人 口10

万対37.0(対 前年 同 月比2.5増)で あ る。 これを都道

府県 ・指定都市別 にみる と,大 阪市(120.0),和 歌山県

(79.4)な どが多 く,鳥 取県(15.8),埼 玉県(17.3)な

どが少 ない(図)。

*年 換算罹患率(人 口10万 対)=(当 年 日数 ÷当月 日数)

×(新 登録患者数 ÷人 口)×100,000

〔人口は 「平成3年10月1日 現在推計人 口」。指定都市の人口

については 「人 口推計 月報平成4年3月 」 による〕

結核サ ーベイ ランス

図　都道府県 ・指定都市別年換算罹患率

(指定都市別掲)
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表1　 平成5年1月 新登録患者数-性,都 道府県 ・指定都市 ・政令市別

表2　 平成5年1月 新登録 患者数-排 菌有無,性 ・年齢 階級別
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表3　 結核 サーベイラ ンス対前年同月比等比較表

(上段 の数値 は当月(1月)分 を100と した場合 の指数で ある)
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